食品産業における省エネルギー対策・食品ロス削減の取組に関する調査票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　平成30年６月
                                                             一般社団法人北海道食品産業協議会
　この調査は、北海道庁からの委託を受け、道内の食品産業における省エネルギー対策や食品ロス削減の取組の現状や課題等を調査し、エネルギーの削減によるコスト削減の効果など、その結果を広く周知することで、新たな取組につなげていこうとする事業の一環として行うものです。
　皆様からのご回答につきましては、集計結果として公表する場合がありますが、個別の企業名等は公表いたしませんので、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださるようお願い申し上げます。
調査票は、７月１２日（木）までにＦＡＸ若しくはメールによりご返送くださるようお願いします。
ＦＡＸ番号　　０１１－２４１－６７３０ 
　　　　　　　　　　ｅ－ｍａｉｌ　hofiasenmu@bird.ocn.ne.jp
□　貴社の概要についてお伺いします。
	貴社・貴事業所名
	

	住所
	〒


	従業員数
	　　　　　　名（正社員　　　名、パート　　　名、契約社員　　　名）　

	主たる業種
	※該当するものに１つ○を付けてください。
１　畜産食料品製造業　　　　　　　　２　水産食料品製造業
３　野菜缶詰・果実缶詰・農産保存食料品製造業
４　調味料製造業　　　　　　　　　　５　糖類製造業
６　精穀・製粉業　　　　　　　　　　７　パン・菓子製造業
８　動植物油脂製造業　　　　　　　　９　その他の食料品製造業　
１０　　清涼飲料製造業　　　　　　　　　１１　　酒類製造業
１２　茶・コーヒー製造業（清涼飲料を除く）
１３　製氷業　　　　　　　　　　　　　１４　たばこ製造業
１５　飼料・有機質肥料製造業

	主な製品
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	ｅ－ｍａｉｌ
	

	ご担当者部署名
	

	ご担当者のお名前
	


	Ⅰ　省エネルギー対策に関する取組について


問１　貴社の省エネルギー対策の取組についてお伺いします。当てはまる番号を1つ選んで○を付けてく
　　ださい。
	１　積極的に取り組んでいる　　　　問３にお進みください　　
２　一部取り組んでいる
３　あまり取り組んでいない　　　　問２にお進みください
４　ほとんど取り組んでいない　　　　　　　　　　　　　　　


問２　上記問１で、３又は４と回答された方にお伺いします。あまり取り組んでいない、ほとんど取り組
んでいない理由について、当てはまる番号を３つ選んで○を付けてください。
	１　具体的に何をしてよいかわからない　　　　　２　業務多忙等で推進体制の整備ができない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　担当者の選任・確保が困難　　　　　　　　　４　従業員の意識の醸成が進まない　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　技術面などでの知識の不足　　　　　　　　　６　機器等の導入のための費用増
７　特に対策の必要性を感じない（他に優先すべき事柄がある）
８　その他（カッコ内に具体的に記入してください）
　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　　　　　　　　　　


　　
　　　４ページ、Ⅱ「食品ロスの削減に向けた取組について」の問７にお進みください。
問３　以下、問１で、１又は２と回答された方にお伺いします。省エネルギー対策のための推進体制やエ
　　ネルギー消費量の把握などについて、それぞれ当てはまる番号に○を付けてください。
	１　省エネルギー対策のための推進体制（担当者の
　選任等）を整備していますか　　　　　　　　　　　　　　　　
	１　整備している　　２　整備していない　　
３　わからない

	２　エネルギーの使用量等を把握していますか
	１　把握している　　２　把握していない３　わからない

	３　エネルギー削減のための目標値を設定していま
　すか
	１　設定している　　２　設定していない３　わからない

	４　エネルギーの削減に向けて、従業員等への意識
　啓発を行っていますか
	１　行っている　　　２　行っていない
３　わからない

	５　エネルギー管理の担当者などを省エネに係る研　
　修会に参加させる等の人材育成を行っていますか
	１　行っている　　　２　行っていない
３　わからない


　　
問４　省エネルギー対策の取組によるコスト削減等の効果についてお伺いします。電気料金などで、どれ
　　だけの効果がありましたか。データや金額等により、できるだけ具体的に記入してください。　
	
	


問５　現在、主にコストの削減を目的に実施されている省エネルギー対策の取組についてお伺いします。

該当する取組がありましたら回答欄に○を付け、それ以外の取組をしている場合は、備考欄にその内

容を記入してください。

	項　　　目
	回答欄
	取組の内容
	備考（左記以外の取組）

	製　造　工　程
	設備更新
	
	高効率機器の導入
	

	
	
	
	インバーターの取り付け
	

	
	生産計画・生産工程の工夫
	
	生産計画の見直し
	

	
	
	
	生産工程の見直し
	

	
	運用の工夫
	
	機器のメンテナンス
	

	
	
	
	機器の効率的運用
	

	
	
	
	調理方法の工夫
	

	
	
	
	水の再利用、利用量の削減
	

	照　　　明
	設備更新
	
	高効率機器(LED等)への切替
	

	
	
	
	人感センサーの導入
	

	
	運用の工夫
	
	照明の間引き
	

	
	
	
	こまめな消灯
	

	
	
	
	不必要なエリアの消灯
	

	
	
	
	スイッチ細分化
	

	
	
	
	外光の取り入れ
	

	空　　　調
	設備更新
	
	高効率機器への取替
	

	
	
	
	インバーターの取り付け
	

	
	
	
	断熱性の向上(二重窓導入等)
	

	
	運用の工夫
	
	適正な温度設定
	

	
	
	
	不必要時の空調オフ
	

	
	
	
	機器のメンテナンス
	

	事務機器
	設備更新
	
	高効率機器への切替
	

	
	
	
	ＯＡ機器の集約化
	

	
	運用の工夫
	
	機器等の不使用時の電源オフ
	

	省エネ活動
	
	勉強会等の実施
	

	
	
	講習会等への参加
	

	
	
	電力使用量等の見える化
	

	その他
	
	省エネ診断の活用
	

	
	
	残業の削減
	


問６　取組における一番のアピールポイントについてお伺いします。その内容を具体的に記入してくださ
い。（例：エネルギー使用量の見える化により、コストをかけずに省エネの効果を高め、経費の節減

につながった等）
	


	Ⅱ　食品ロスの削減に向けた取組について


問７　貴社の食品ロス削減のための取組についてお伺いします。当てはまる番号を1つ選んで○を付けて
　　ください。
	１　積極的に取り組んでいる　　　　問９にお進みください　　
２　一部取り組んでいる
３　あまり取り組んでいない　　　　問８にお進みください
４　ほとんど取り組んでいない　　　　　　　　　　　　　　　


　
問８　上記問７で、３又は４と回答された方にお伺いします。あまり取り組んでいない、ほとんど取り組
んでいない理由について、当てはまる番号を３つ選んで○を付けてください。
	１　業務多忙等で推進体制の整備ができない　　　２　担当者の選任・確保が困難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　従業員の意識の醸成が進まない　　　　　　　４　賞味期限の長い商品開発等に係る費用増　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　リサイクル等に要する費用増
６　その他（カッコ内に具体的に記入してください）
　　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　　　　　　　　　　


　　
　　　Ⅲ「勉強会の開催について」の問10にお進みください。
問９　以下、問７で、１又は２と回答された方にお伺いします。現在、実施されている食品ロス削減の取
組で、該当する取組がありましたら回答欄に○を付け、それ以外の取組をしている場合は、備考欄に
その内容を記入してください。
	項　　目
	回答欄
	取組の内容
	備考（左記以外の取組）

	原材料の調達
	
	見込み発注の削減
	

	
	
	発注時期・数・ロットの適正化
	

	製造・調理工程の見直し等
	
	需要予測の精度の向上
	

	
	
	不良品発生要因の解析と対策
	

	
	
	生産時・調理時の歩留まり向上
	

	賞味期限の延長
	
	納品期限の見直し
	

	
	
	高機能パッケージの導入
	

	
	
	賞味期限の長い商品の研究開発
	

	その他
	
	未出荷や返品商品のリサイクル
	


	Ⅲ　勉強会の開催について


問10　本調査等の結果をもとに、省エネルギー対策や食品ロスの削減の取組に関する勉強会を開催する予定です（平成30年10月～31年2月頃）。参考に以下お答えください。
	１　参加意向　　あり ・ なし　（「あり」の方は、以下もご回答ください。）
２　希望開催地域　（市町村名：　　　　　　　　　）

３　希望開催時期　（10月・11月・12月・１月・2月）（上旬・中旬・下旬）


以上で質問は全て終了です。ご協力ありがとうございました。


